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（
議
決
結
果
）

7
議
案
の
う
ち
、
開
発
調
整
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
は
、
賛
成
少
数

（
2
対
3
）
に
よ
り
否
決
、
残
る
6

議
案
に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致
で
可

決
。

（
主
な
審
議
の
状
況
）

開
発
調
整
条
例
の
制
定

開
発
事
業
者
と
市
民
の
相
互
理

解
、
協
力
を
推
進
し
、
周
辺
住
民
と

の
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
止
す
る
と

と
も
に
、
良
好
な
住
環
境
の
形
成
を

図
る
た
め
の
土
地
利
用
を
誘
導
す
る

た
め
、
開
発
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、

関
係
法
令
の
手
続
き
に
先
立
ち
、
事

前
調
整
を
行
な
う
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
、
2
月
臨
時
会
で
の
否
決

を
踏
ま
え
て
、
再
検
討
さ
れ
た
内
容

を
反
映
さ
れ
た
も
の
。

こ
れ
ま
で
は
運
用
者
に
問
題
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
部
分
が
あ

っ
た
が
、
今
回
、
土
地
利
用
連
絡
調

整
会
議
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
中
で
十

分
な
審
議
が
行
わ
れ
、
運
用
者
と
と

も
に
し
っ
か
り
と
調
整
を
図
る
と
い

う
答
弁
も
あ
り
信
用
し
た
い
、
ト
ラ

ブ
ル
の
未
然
防
止
が
本
条
例
案
の
大

き
な
ポ
イ
ン
ト
で
、
開
発
後
ト
ラ
ブ

ル
が
起
こ
り
、
地
域
が
紛
糾

ふ
ん
き
ゅ
う

し
て
、

職
員
が
走
り
回
り
、
地
元
住
民
が
迷

惑
を
被

こ
う
む
る
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
思
い
か

ら
賛
成
意
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
開
発
の
緩
和
を
し
て
も
、

こ
の
よ
う
な
規
制
を
す
る
も
の
で
は

な
く
、
加
西
市
の
人
口
減
少
対
策
、

少
子
化
対
策
、
税
収
増
対
策
に
と
っ

て
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
、
土
地
利
用
連

絡
調
整
会
議
の
判
断
を
も
っ
と
強
化

し
、
基
準
に
基
づ
い
て
判
断
で
き
る

と
い
う
確
固
た
る
確
約
が
で
き
な
い

限
り
、
本
条
例
案
に
つ
い
て
は
信
頼

で
き
な
い
と
の
反
対
意
見
が
述
べ
ら

れ
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

加
西
市
栄
町
上
野
地
区
は
、
こ
れ

ま
で
小
野
市
よ
り
給
水
を
受
け
て
い

（
議
決
結
果
）

７
議
案
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
全

会
一
致
で
可
決
。

（
主
な
審
議
の
状
況
）

高
規
格
救
急
自
動
車
の
購
入
契
約

の
締
結

入
札
執
行
に
関
連
し
て
、
12
社
の

う
ち
、
8
社
が
辞
退
と
い
う
結
果
と

な
っ
た
経
過
に
つ
い
て
質
問
が
な
さ

れ
、
指
名
競
争
入
札
で
は
、
発
注
金

額
に
よ
り
指
名
す
る
業
者
数
を
決
め

て
お
り
、
今
回
は
12
社
指
名
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
入
札
参
加

資
格
者
名
簿
の
車
両
販
売
で
登
録
の

あ
る
業
者
の
中
か
ら
選
定
し
、
そ
の

結
果
、
4
社
が
応
札
、
そ
れ
以
外
は

辞
退
と
の
こ
と
で
し
た
。
委
員
か
ら

は
、
競
争
性
の
確
保
の
工
夫
に
つ
い

て
の
指
摘
が
な
さ
れ
、
今
後
は
競
争

性
が
成
り
立
つ
よ
う
に
、
大
枠
の
ル

ー
ル
の
改
正
や
、
業
者
選
定
の
際
の

担
当
者
の
能
力
ア
ッ
プ
、
管
財
と
担

当
と
の
連
携
強
化
を
図
り
た
い
と
の

答
弁
で
し
た
。
ま
た
、
入
札
審
査
委

員
会
の
構
成
の
見
直
し
に
つ
い
て
の

意
見
や
、
今
回
の
救
急
車
は
実
質
2

社
し
か
生
産
し
て
い
な
い
た
め
、
他

の
案
件
と
同
様
に
入
札
す
る
の
で
は

な
く
、
一
番
安
く
買
う
方
法
を
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
述

べ
ら
れ
、
市
場
構
造
に
よ
っ
て
最
適

な
買
い
方
を
検
討
し
た
い
と
の
答
弁

で
し
た
。

（
議
決
結
果
）

副
市
長
定
数
条
例
の
一
部
改
正
は

賛
成
少
数
（
2
対
3
）
に
よ
り
否
決
、

職
員
の
公
益
的
法
人
等
へ
の
派
遣
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
は
賛
成
者

な
し
で
否
決
、
任
期
付
き
職
員
の
採

用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
は

賛
成
少
数
（
2
対
3
）
に
よ
り
否
決
、

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）
の

本
委
員
会
所
管
部
分
は
賛
成
多
数

建
設
経
済
委
員
会

厚

生

委

員

会

総

務

委

員

会

9月定例会

委員会の

審査状況

9
月
定
例
会
で
は
、
18
議
案
が

各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
9

月
15
、
16
、
17
日
に
審
議
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

た
が
、
平
成
23
年
4
月
よ
り
加
西
市

よ
り
給
水
を
開
始
す
る
た
め
、
給
水

区
域
の
変
更
を
行
な
う
も
の
。

地
元
説
明
会
は
3
回
実
施
し
、
地

元
役
員
と
随
時
協
議
を
重
ね
て
き
た

と
の
こ
と
で
、
住
民
か
ら
は
、
加
西

市
の
料
金
に
な
る
と
高
く
な
る
こ
と

も
あ
り
、
で
き
れ
ば
現
状
の
ま
ま
で

と
の
意
見
は
あ
っ
た
が
、
加
西
市
か

ら
給
水
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
了
承

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

同
意
を
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
ま
た
、

小
野
市
の
料
金
と
比
較
す
る
と
約

33
％
程
度
高
く
な
る
た
め
、
3
年
間

で
減
免
措
置
を
行
い
、4
年
目
に
加
西

市
の
料
金
に
し
て
い
く
こ
と
で
了
解

を
い
た
だ
い
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

（
3
対
2
）
に
よ
り
修
正
可
決
。

（
主
な
審
議
の
状
況
）

副
市
長
定
数
条
例
の
一
部
改
正

過
去
に
お
い
て
否
決
と
な
っ
て
い

た
案
件
で
、
前
回
同
様
副
市
長
の
定

数
を
現
行
の
１
名
を
2
名
以
内
に
改

正
し
よ
う
と
す
る
も
の
。
副
市
長
の

定
数
条
例
の
複
数
制
に
つ
い
て
、
近

畿
圏
内
で
は
半
数
が
2
人
体
制
と
な

っ
て
お
り
、
兵
庫
県
下
29
市
中
12
市

が
複
数
制
を
採
用
し
て
お
り
、
新
た

な
副
市
長
の
人
件
費
は
、
職
員
の
人

件
費
を
含
め
た
経
費
総
額
の
中
で
賄

っ
て
い
く
も
の
で
、
新
た
な
副
市
長

に
つ
い
て
は
、
国
や
県
か
ら
2
年
を

目
途
に
派
遣
を
受
け
た
い
と
い
う
も

の
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
な

副
市
長
に
は
福
祉
や
医
療
分
野
、
行

政
改
革
の
分
野
に
長た

け
た
人
材
が
ほ

し
い
と
い
う
も
の
で
し
た
。

賛
成
意
見
と
し
て
、
今
回
の
条
例

改
正
は
制
度
設
計
上
の
範
疇

は
ん
ち
ゅ
う
の
も
の

で
、
実
際
に
副
市
長
を
任
命
す
る
に

は
議
会
の
議
決
が
必
要
で
あ
り
、
議

会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
は
働
く
の
で
、

今
回
の
条
例
改
正
は
賛
成
と
い
う
意

見
、
反
対
意
見
と
し
て
、
市
長
は
コ

ン
パ
ク
ト
な
市
政
運
営
を
執
行
し
て

い
く
と
言
わ
れ
な
が
ら
、
人
件
費
が

か
か
る
副
市
長
を
増
や
す
議
案
を
提

案
す
る
こ
と
は
矛
盾
し
て
い
る
と
い

う
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。


